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月 活 動 項 目 重 点 注 意 ポ イ ン ト

4 交通安全意識の強化
１．春の全国交通安全運動の積極的な取組み
２．歩行者保護、特に子供の挙動に注意する
３．「眠気」がしたら迷わず休憩、早めの休憩で疲労を防止

5 接触事故の防止
１．車両発進前、降車して周囲の目視確認実施
２．車両上部が接触する恐れのある障害物の確認
３．コンビニ等の駐車場での駐車位置、向きの再教育

6 梅雨期の事故防止
１．降雨時の視界不良へ備える
２．雨のカーブの速度抑制によるスリップ事故の防止
３．制動距離が伸びることを意識して安全な車間距離を確保

7 後進時の事故防止
１．車両後進時の事前状況確認の実施
２．後方確認及び後方上部の接触確認の徹底
３．適切な誘導の実施

8 追突事故の防止
１．運転時は「わき見」をせず、十分な車間距離の確保
２．高速道路、行楽や帰省の不慣れな運転の挙動、渋滞、故障車などに注意
３．ゲリラ豪雨などの急な気候変動に備えて危険予知訓練実施

9 交差点内の事故防止

１．秋の全国交通安全運動の積極的な取組み
２．右左折時の巻き込み確認の徹底
３．交差点付近での高齢者、子供、交通弱者の保護
４．暴風雨・豪雨などの気象状況の把握と準備

10 重大事故防止の強化
１．過去に発生した重大事故の再確認
２．自分の運転を客観的に見直し、事故予防運転を心掛ける
３．ゲリラ豪雨などの急な気候変動に備えて危険予知訓練実施

11
教育の強化
冬季に向けた準備

１．朝礼・対面点呼・立会いによる具体的な指導
２．交通ＫＹＴの実施、ヒヤリハット事例の振り返り
３．事故惹起者への事故防止指導を実施
４．冬季装備、チェーンの点検、装備

12 年末の事故防止
１．年末年始無災害運動の積極的な取組み
２．盗難防止対策のポイント「ハンドルロックとドアの施錠」
３．雪道・凍結路での慎重な運転と十分な車間距離確保

1 雪道・凍結路の安全運転
１．雪道・凍結路では急ブレーキ・急ハンドルは禁止
２．雪道・凍結路での慎重な運転と十分な車間距離確保
３．事前に運行経路上の気象情報、道路交通情報の確認

2
迅速な報告、連絡
雪道・凍結路の安全運転

１．遅延、異常発生時の速やかな報告実施
２．狭い雪道・凍結路でのすれ違いは停止して、相手車を先に
３．雪道・凍結路での慎重な運転と十分な車間距離確保

3 安全運転意識の高揚
１．今年度発生した自動車事故を振り返り、再発・類似事故を防止
２．繁忙時期ほど心にゆとりを持って危険予知運転「かもしれない運転」実施

事故多発３大パターンを常に意識して安全運転を行おう!!
・ 漫然運転パターンを知って衝突・接触・追突事故を回避
・ 安全確認を実施して交差点付近での事故を回避
・ 車間距離を保ち、防衛運転を実施して追突事故を回避

※掲示期間：2025年4月1日～2026年3月31日


